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     第８回 ありんこ祭り 開催のお知らせ 

今年で８回目になるありんこ祭です。ありんこホーム全員 

が集まって、普段お世話になっている地域の方たちに感謝の気持ちを込めて、 

毎年行なっています。ありんこダンスチームの発表など、模擬店やバザーも 

皆さんに楽しんでいただける内容にしたいと思います。 

◎ 日 時  １０月５日（土）１２：００～１４：３０ ＊雨天中止 

１２：２０～バザー・模擬店開始   

◎ 場 所  鴨宮みどりの広場  

（第 3ありんこホームをへ約 100 メートル） 

◎  内 容  模擬店・踊り・演奏など 

 

地域の方と一緒に過ごすイベントです。 
皆さんも是非参加してください！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

第２８９号                    
令和元年８月１日発行 
 

 

第 72 回小田原市市展に今年も出品 
今年も古谷義輝さんと穂坂日出夫

さんの男性２名の作品を出品し、6月

5日から9日まで生涯学習センターけ

やきのホールで展示されました。二人

に感想を聞いてみました。 

 

『古谷義輝です。ありんこに通い始め

て３年半という月日が経ちました。皆

さんにはいつもお世話になっており

ます。私が習字を始めたきっかけは、

髙橋理事長から山本千紅先生を紹介

されたことからでした。この度小田原

市の市展に出展して頂き、本当にうれ

しかったです。月１回の書道教室で先

生には筆使いや書き方などを教わり

大変お世話になっています。習字をやっているうちに少しずつ自信が付きました。習字

の奥深い世界を少し知ることが出来て良かったです。』 
 

『穂坂日出夫です。今回は時間があまりない中、千紅先生の御指導で何とか作品が完成

しました。初めての草書だったので、家で練習する際にもかなり苦労しました。雪の字

は本当に難しかったです。「玉雪開花」という言葉の意味は、木に積もった雪が花のよう

に見えるということで、半切に書く時もそれをイメージしました。先生からは「筆を立

てて‼」と指導を受けました。短い練習時間の割には良く出来たと思います。山本先生ど

うもありがとうございました。』 

 

 

特定非営利活動法人 おだわら虹の会総会 報告 
2019年 5月 28日(火)  生きがいふれあいセンターいそしぎ 第 1講習室 

 開会冒頭に髙橋直美理事長が挨拶を行い、ご来賓の小田原市長代理山崎文明福祉健康部

長、小田原市社会福祉協議会会長小野康夫様、小田原市民生委員児童委員協議会会長市川

昭維子様からご挨拶いただきました。その他のご来賓、小田原市障がい福祉課副課長瀬戸

様、同杉本様、同支援係の方はお名前をご紹介させていただきました。議事に入り、第 1

号議案 平成 30年度事業報告及び決算報告の件、第 2号議案 平成 31年（令和元年）年

度事業計画（案）及び、予算（案）の件・第 4号議案 定款変更の件・第 5号議案 役員

改選の件を審議し、満場一致で了承を得ました。 

今年度は新グループホーム開設を間近に控え、相談支援事業を展望しながら、利用者・

ご家族・地域のニーズに沿った新たな事業展開を行うことを報告し確認しました。 

ありんこだより 

今後の予定    

８月 

10日～15日 夏季休暇 

16日～17日 男性宿泊体験班 

夏季キャンプ 

連絡先   

ありんこホーム （就労継続支援 B型） 

 小田原市浜町 4－29－1   

℡0465―24―5486 Fax0465－20－5477 

第 2ありんこホーム （就労継続支援 B型・生活介護） 

小田原市扇町 2－31－5 扇町マンション 1階 

 ℡0465―35―8393 Fax0465－42－9290 

第３ありんこホーム（地域活動支援センター）  

小田原市鴨宮３２８ ℡/Fax0465―48―8269 

ありんこホームふじみ（就労継続支援 B型）  

小田原市南鴨宮 3－6－11 ℡/Fax0465－46－9109 

ありんこホームすまいる（グループホーム）  

小田原市南鴨宮 1－14－27 ℡/Fax 0465－48－5503 

賛助会員募集！！ 

賛助会費（1年） 

１）個人：1口 2,000円（1口以上） 

２）法人・団体：1口 5,000円 

（1口以上） 

お気持ちのある方は各事業所まで 

ご連絡ください。 

よろしくお願いいたします。 

※ 振込先 郵便局 通常貯金 

記号 １０２７０   

番号 １５９３２０９１ 

名前 トクヒ）オダワラニジノカイ 

左から 古谷さん、山本先生、穂坂さん 

 

編集後記 

 今年の梅雨は長く、じめじめとした梅雨で、体調

も今一つすぐれない、いやな季節でした。編集作業

中の今も梅雨明けはしていません。 

昨年の今頃はうだるような暑い日が続いていて、や

はり体調管理が大変だったという記憶があります。

どちらが良いのかわかりませんが、とにかく元気に

夏を乗り切りましょう！！ 



浸水防止措置体験 

地域の消防団の方より土のうの作り

方を教わりました。また、体験もさ

せて頂き優しく指導も受けました。 

ありがとうございました。 

李税理士スプリングパーティーに今年も参加!! 
李税理士事務所（李富鉄所長）主催による、Ｌｅｅス

プリングパーティーが６月６日に横浜のＴＶＫハーバー

ズ・ダイニングで開催され、ありんこホームからも利用

者、職員等１１名で参加させて頂きました。会場に少し

早く着いたため、リハーサルも見学することが出来まし

た。 

１６：３０オープニング、李税理士をはじめ来賓の挨

拶、そしてカラオケ大会。カラオケでは、ありんこや他

の事業所の参加者が持ち歌を熱唱！！とても盛り上りました。素敵な食事を頂きながら

マジックショーや歌手のミニライブで楽しみました。パー

ティーの最後、抽選会ではみなさんワクワク・どきどき、

楽しいひとときでした。 

 毎回御招待頂き、格別のおもてなし、ありがとうござい

ます。李様はじめ関係者の

皆様に心よりお礼申し上げ

ます。 

 

～いい香りに包まれて～梅拾いのお仕事 

今年も、下曽我の和園
なごみえん

（代表 川久保和美様）さんから

ご依頼をいただき、梅拾い作業をしてきました。 

作業内容は、ネット上に落ちた梅の実を拾うことです。利

用者４～５名で、大きくて傷の少ない梅の実をよく見ながら、コンテナいっぱいに集めま

した。今年は意欲的な利用者さんが多く、蒸し暑い日や天候の悪い日もありましたが、な

んとか時間内に終わらせようと、一生懸命お仕事をしてきました。 

ネット外の落ち梅は「ありんこホームで持ってっていいよ！！」と言ってくださり、沢

山いただいてきました。自主製品のジャムや梅干しを作らせていただきます。 

和園さん、お仕事をくださり、ありがとうございました。 

 

続報！待望の新グループホーム完成間近！！ 
 前回の「ありんこだより」第２８７号でお知らせ

した新グループホームの続報をお知らせします。 

 まず工事の状況は、梅雨の長雨の中にもかかわら

ず、順調に進み７月末には外構を含めて建物の施工

が完了する予定です。 

 そして、８月末に、入居者（１階男性５名・２階

女性５名）が引っ越しを完了し、９月１日にはオー

プンする予定です。 

 このグループホームでは、現行の「ありんこホー

ム すまいる」で学んだ経験を糧に入居者一人ひと

りが主体となり、それぞれの個性を尊重し、日々穏やかな生活が送れ、地域の皆様に親し

み、信頼されるグループホームを目指していきます。 

小田原市いっせい総合防災訓練に各事業所で参加！！ 
～令和元年６月２９日（土）～ 

今年は小田原市が全市で一斉に防災訓練を行い、ありんこでも各事業所で地域の訓練に

参加してきました。事業所其々の様子を聞いてみました。 

【第１ありんこホーム】 

広域避難場所の「新玉小学校」へ避難し、地域の方々と防災訓練に参加、防災に対する

心構えを習得してきました。ありがとうございました。 

 

【第２ありんこホーム】 

８時２０分に事業所を出て、８時３０分に一時避難場所に集

合し、その後地域の方と広域避難所（足柄小）への避難訓練。 

住民避難訓練（一時避難場所へ避難後、広域避難場所へ避難） 

広域避難場所での訓練内容 

①広域避難所開設訓練（避難者カード記入） 

②炊き出し訓練 

③ＤＶＤ放映による防災関係の学習 

④浸水防止措置体験（家庭でできる土のうの作り方） 

⑤防災倉庫・防災貯蔵庫・小学校津波避難場所見学 
 

【第３ありんこホーム】 

 利用者８名、職員４名、ボランティアさん１名の計

１３名で参加。 

 今回広域避難場所の矢作小学校ではなく、鴨宮中学

校での開催で、会場が近くなり移動も楽になりました。

８時５０分に鴨宮中学に集合し、土のうづくり・非常

食の炊き出しの実演・避難場所の確認などの訓練に参

加しました。 

 「土のうづくり」には利用者も参加し、袋を拡げる

人スコップで土を入れる人と分担し、協力し合いなが

ら訓練を行っていました。地域の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。 

 

【ありんこホームふじみ】 

富士見地区の訓練に利用者 4名、支援員 3名の計 7名で参加しました。 

一時避難場所の鴨宮駅前南口広場に集合し、広域避難場所である富士見小学校校庭に移

動しました。近くの富士見公園に移動し、富士見公園地下に設置された耐震性貯水槽には、

災害時に 1人に 1日 3㍑で 3日間、約 1万人分の水が貯水されていること等の説明があり

ました。次に校庭にて、土のう作りを利用者と支援員で体験しました。特別な袋に砂をス

コップで入れて口を閉め、家や建物内への水の侵入を防ぐように積んでいきました。また、

仮設トイレ・簡易トイレの設置等の訓練も行われました。 

 小田原は海に面しているため、津波の心配もあります。津波発生時の避難場所も確認出

来ました。地域住民と声を掛け合い協力し、助け合いが大切だとこの訓練で再確認出来ま

した。 


